


































































































［Идшинноров & Шаравсамбуу 1996:24］。19世紀末、中国商店のモンゴ
ルにおける店舗数は 500ほどとなり、うちフレーに 160店舗、オリヤ
スタイに 80店舗以上、キャフタに 100店舗、ホブドに 60店舗以上に
なっていたという［Чулуун 2009:196］。





ようになり、フレーの東西に税務局が設置された［Очир & П ү рвээ 
1982:163-165; Идшинноров & Шаравсамбуу 1996:28］。また、地方の各
旗からフレーを経由せずに直接長城に向かう商人もいるため、各旗で
5％の税を徴集し、徴収した税の 2％をその旗が受け取るようにした




























































さらに、共戴 2年 5月 17日（1912年 7月 1日）には、関税に関す

























































である。共戴 2年 6月 27日（1912年 8月 10日）、フレーの東西 2（税
務）局の官吏に、ロシア人、ブリヤート人がフレー、買売城から購入し
た牛、馬から税を徴収し、また証明書を与えるべきことが命令されて












 9） この時に規則について、先行研究（Пунцагдаш 2006:138-139;Монгол улсын 











ても、共戴 3年 5月 23日（1913年 6月 27日）、財務省と税務省が連名








第 2条： 去勢されたラクダから 1両 4銭、5歳以上の雌ラクダから
は 1両、4歳の雄ラクダから 1両、雌ラクダから 8銭、3歳
の雄ラクダから 8銭、雌ラクダから 7銭、2歳の雄ラクダ
から 6銭、雌ラクダから 5銭、5歳以上の馬、牛からは 7
銭、4歳の雄・雌馬・牛から 5銭、3歳の馬・牛から 3銭、












ФА8-Д1-ХН82-Х109-114; Монгол улсын гаалийн ерөнхий газ- 
ар 2012:36-37; Пунцагдаш 2006:144-145］。
このように、モンゴル人の国内交易からも徴税されるようになったの
であるが、その背景には課税対象となっていた中国商人の税逃れの問



























税する規則は、およそ 5か月後の共戴 3年 10月 28日（1913年 11月
26日）には、すでにいくつかの条項が改定されている［МУҮТА.ФА8- 









そこで、1912年 7月の関税規則に第 4条を新たに加えて全 16条と
し、第 3、7、10、13、14、15条を改定して発布した［МУҮТА.ФА8-












































































































































































なっている［張啓雄 1995:247-254; Батсайхан 2002:164-167］が、いまだ
議事録を詳細に分析したものはなく、モンゴル、ロシア、中国三者がど
のような論理で交渉を行っていたのかについては議論の余地がある 11）。





















外モンゴルにおいて釐金を設置する議題は、次の 1月 26日の第 27
回、2月 1日の第 28回会議においても取り上げられた。特に第 28回会
議では、釐金の税率が議論されている。モンゴル代表が、「以前は 10％
の税を徴収するように定め、酒・タバコはそれ以上であったが、中国












































































年には、 1ツィリコフを銀 7銭 2分で計算していたという（Цэрэндорж
1961:27）。ところが、第一次世界大戦勃発後、ルーブルの価値が下落した
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